京都南部
	４） 西ブロック


０４年度のブロック活動の評価を受けて、０５年度においては更に京都西ブロックとその構成員である司祭・信徒・修道者が福音宣教をしていくキリスト者となっていくために以下のような地域短期計画を実施し、地域共同体が共同宣教司牧を通して福音宣教共同体となる歩みを続けます。
1、 教会共同体における奉仕と養成が地域の司祭・信徒・修道者の福音宣教の動機を高めていくように相互の
賜物や霊性を尊重し深め合う共同体。

（実行を目指す地域計画）

①　「福音的分かち合い」を定着させ、お互いに違う賜物を受けていることを認め合い、違う信仰観・教会観を持っていても相互に協力・援助出来る信仰者となるように努める。

2 規約制定にあたっては、十分に信徒全体の意見を反映させ、その制定プロセスを公開して共有する。

3 引き続き入門講座・信徒養成講座を実施し、新しい講座が必要ならばブロック委員会にて協議する。またブロックにおいて集会祭儀司式者と聖体奉仕者の養成を行い、教会的意味や典礼的理解に止まらず、特に聖体奉仕における臨床的アプローチや病床信徒の視点を学ぶ。

2、 小教区やブロックにおける活動において「福音的識別」を大切にする共同体。

（実施を目指す地域計画）

1 西ブロックウォーカソンや平和旬間行事の実施にあたっては、開催意図の確認や福音的識別を行った上で開催し、プロセスをお互いに共有する。

2 各小教区活動・担当部会においても、役割分担の行使だけに止まらず、担当各自の現状や困難さを受け止められるように、信仰者として共感する姿勢を持って支えあえるような場を作る。
